













































図 4.2. 横浜市の余剰電力データのカラーマップの右上 2部分
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I RCB と MLG を用いて電力網分割を行った
I横浜市の1月と5月の電力需給量(概算)を入力データとして用いた













































































































I閾値 kが低い場合には RCB よりも分割後のコストを低く抑えるこ
とができた
